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当院採用製剤ビーフリード® 500 ml，1,000 ml，中心
静脈輸液製剤は高カロリー輸液キット製剤として当院
採用製剤エルネオパ®各種，フルカリック®各種，ハ
イカリック RF 500 mlを対象製剤とした．
　【結果】　静脈栄養輸液製剤使用症例は 2013年が
159例で，そのうち脂肪製剤を同時併用していた症例
は 11 例 6.9%， 同 じ く 2014 年 が 125 例 中 13 例
10.4%，2015年が 155例中 21例 13.5%だった．末梢
静脈輸液製剤使用についてみると，2013年が 139例で，
そのうち脂肪製剤を同時併用していた症例は 6例
4.3%，同じく 2014年が 103例中 11例 10.7%，2015
年が 124例中 12例 9.7%だった．中心静脈輸液製剤
使用についてみると，2013年が 37例で，そのうち脂
肪製剤を同時併用していた症例は 10例 27.0%，同じ






























































































































































































































































　これらの臨床知見をもとに 2009 年の ASPEN 
Research Workshopにおいて推奨量，投与法の見直し
が行われ，また微量元素栄養状態の評価法における問
題点が指摘された．すなわち多くの臨床的検討，推奨
量の決定はその元素の血中濃度測定によって行われて
おり，微量元素の機能に関連した指標による詳細な検
討はほとんどみられないのが現状である．
　以上，種々の病態における栄養管理時の適切な微量
元素補給の重要性と問題点について概説する．
